
≡患い結果となることが閉った。   

打）′上篤収態はマ／モスイタリアンAが牒潤（米国）比10浅％であったが，乾物収環（8香草  

まで）にかいて狂いづれもヰi㌍勤王よわ‾卜氾った。   

桝 新品種が多く邑1追っているが飛躍的な増鞋を期待することはできかへ   

国 3静寧，4番聾の再生状曇ミを税額して大喪光，マンモス且は追肥を充分に施すことによって′  

利用朔措をのばし，塘－げも克郎諷できると：考えられる。   

5．家畜川ビートの品種別収穏捕  

（1）目 的   

畑作地相ては挫稲∂前作として家帯川ビートの歌碑例がネいので，品種比儀式旗を行ない鄭F憲子  

好貴家への指針とする。  

（2）掬う‡方法   

供試品種…＝ヅ、－アシ’ユガーーイエロー， ′て－レス・ストリーネ， シュガーマンゴールド  

計3■律   

談論酬計・・＝・貯利用3年3月21日～8月28L］   

試買灸区及び頂昭……札脱法詩区制 1区10刊■   

耕稚梧二賄……拓飛4巧′ニーニ8月21日， 子郡司ミイか＝＝り／α  

戴棉静窪，ワ5C7JIX35Cm．Lデュ   

施肥東（α当），願J巴ヱn Oにダ，化成1労（15，15，12）4朽  

担）柔苫 過   

3月21日講和，ヰ月1日エて発音し，所要日数は1】．日であったっ 舅群臣ま5月1：う〔jと0月27  

口の2同実施した。5月25日に1閲間引で1本立とした。5月中旬◆7オ虫が発生し禍害をこうむ  

ったが，収触三りユに近いため防除hた行なわなかった。  

（4）成繍及び・考察   

収義満取腋軋上部の繁茂舟と盛拗の㌣月7［＝軋上留㍉去下郡の合計収量の最も多い時季と思われる  

ワノヨ97月地＿L託分のタ烹とんどが枯死した8月23［＝つ3恒＝仁ついて葺こなった，   

ア．舞1匝lの（7／7）収役j糾てぉいてはハー∴7シュガーイエローがやノ：・，劣り，他の2晶打措  

4．坊00鴇／10α程虔で大差はなかった。シニ1・ガーマンコーールドのトップ托補色う空洞が軋られた七三  

か，病憲はをかった。品肇閏ノ、－フリユガーイエロー，・ンユガーマン′コ㌧川ルト●ともに赤沫をも・び，  

内周やわらかく廿鋲があったが，パーレスは皮線色，刺ま白〔空で固く甘味もすくをく良粟と法いえ  

1・し、  

－75－   



イ・第錘1（7／2ワ）楳稜時にかいては根菜は総体的忙伸びたが，二腫竃ケl二ふいて托ハーフシュ  

ガーイユニーつ－が急速か申びを示し．ニ空転して毀も多収となった事が日立った。較ミ竃羞は10佗ご〕  

／4．700～4，000鞍で大京モがなく平均化されてきた。バーレスのコ薫i竃に鰻斑痛が多発し，また大き孜  

ヒ．ビ判れが見られたが，そのイ裾引占魂には見られをかったr」   

ツ．第3回（8／28）収穣特には老齢ま芯だけ甥して枯れ上少10α富／語On～射）0埠とすく  

なく，総収量に占める割合酎鋸、でるった。一方根部つ生育は′しレスストリーネ■，シュガーーマノ  

ブールドにつ】ハては前回とあぜカ変化はなかったが，ノ、－フシュガーイエロー妖前回臥＝バ粗／ユ0（ヱ  

に対して弓pOO町／10（ゴ当で箪76年もの伸びを示したっ   
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家畜吊ビートほ在圃期間が長く、病気陀弱い等の欠点があるか、牧草類の夏枯時忙冶与でき   

ることや糖分含有廉か高く、嗜好性が良く多収である点から有効な飼料作物であると考えちれ   

るが、都下においては牛の飼料としてよりもむしろ種豚の貰季緑餌として使喝した方がミ垣切だ   

と考えられろ。それは茨期の牛の闘料は他忙もっと栽培し易く、多収元作物がたくさんあるか   

らである。本調査の慈具申期忙ぉける隙取簸は品確聞に大差は穏められなかったれ後期忙お   

いて根部の肥大かよく肉質のよい①ハープシ＿ガーイエロ“が都下忙適する品種であると考察   

する。   

4．とうもろこし品稚別スジ萎縮耐病性ならび忙播樺期別スジ萎縮病発生調査  

（1）目  的  

関東東山地域は数年前より東京、千風神奈川な除く各頻で玉萄黍のスノ壱縮病が充生し、   

都下忙おいても■4之生忙西多摩な甲心として大磯筈な蒙ったので、この病者に抵抗性が強いと   

いわれる甲州碑と白デソトコーソの耐病性を比較すると同時把博多摩地域における本病発生状   

況な調査し、今後の病害対策把資する。   

121調査方法  

7．供試品種  

白デソトコ「ソ、甲州礪   

試験地及び面鏡   

東京都畜産試験卵1正吉a、尊圧制  

栽培刀痕  

瞳巾7Sm、株嘲50珊（8粒点）、施肥（a当）、厭月巴150軋化鱒1号引払   

・様子（a当）、白ヂソト850了（久 甲州250和  

播種月日  

ヰ3年ヰ／1，ヰ／10．心／20，5／1，5／10．延5臥10圧   

イ・別に西多摩地域におけるスノ萎縮病発生状況な現地調査すろ。   


